
　平
へい

成
せい

23年
ねん

7月
がつ

1日
にち

に「障
しょう

がいのある人
ひと

もない人
ひと

も共
とも

に学
まな

び共
とも

に生
い

きる

岩
いわ

手
て

県
けん

づくり条
じょう

例
れい

」が施
し

行
こう

されました。

　この条
じょう

例
れい

は、障
しょう

がいのある人
ひと

もない人
ひと

もお互
たが

いを大
たい

切
せつ

にし、共
とも

に助
たす

け

合
あ

って暮
く

らすことができるような地
ち

域
いき

をつくることを目
もく

的
てき

としています。

　平
へい

成
せい

24年
ねん

10月
がつ

には「障
しょう

害
がい

者
しゃ

虐
ぎゃく

待
たい

の防
ぼう

止
し

、障
しょう

害
がい

者
しゃ

の養
よう

護
ご

者
しゃ

に対
たい

する支
し

援
えん

等
とう

に関
かん

する法
ほう

律
りつ

（障
しょう

害
がい

者
しゃ

虐
ぎゃく

待
たい

防
ぼう

止
し

法
ほう

）」が、平
へい

成
せい

28年
ねん

4月
がつ

には「障
しょう

害
がい

を理
り

由
ゆう

と

する差
さ

別
べつ

の解
かい

消
しょう

の推
すい

進
しん

に関
かん

する法
ほう

律
りつ

（障
しょう

害
がい

者
しゃ

差
さ

別
べつ

解
かい

消
しょう

法
ほう

）」も施
し

行
こう

されて

います。

　障
しょう

がいについての理
り

解
かい

を深
ふか

め、障
しょう

がいがあることを理
り

由
ゆう

に差
さ

別
べつ

を受
う

け

たり、暮
く

らしにくいと感
かん

じたりすることのない社
しゃ

会
かい

をつくりましょう。

差別をなくしましょう
障がいのある人への
しょう ひ と

さ べつ



ふ　   とう

きん　   し

さ　   べつ　  てき　  とり　 あつか

不当な差別的取扱いは
禁止されています！
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ごう　　 り　　 てき　  はい　  りょ

もと
合理的配慮が

求められています！



合
ごう

理
り

的
てき

配
はい

慮
りょ

サーチでは、障
しょう

害
がい

の種
しゅ

別
べつ

や生
せい

活
かつ

の場
ば

面
めん

から事
じ

例
れい

をさがすことができます。今
こん

後
ご

、さらに具
ぐ

体
たい

例
れい

を収
しゅう

集
しゅう

・

蓄
ちく

積
せき

し、内
ない

容
よう

を充
じゅう

実
じつ

させていきます。

ごう　　 り　　 てき　  はい　  りょ

もと
合理的配慮が

求められています！



不
ふ

動
どう

産
さん

業
ぎょう

者
しゃ

を通
つう

じてアパートを紹
しょう

介
かい

された

が、アパートの大
おお

家
や

に、障
しょう

がいのあることを

理
り

由
ゆう

に契
けい

約
やく

を断
ことわ

られた。大
おお

家
や

の理
り

解
かい

を得
え

ら

れるのであれば入
にゅう

居
きょ

したい。

タクシーを利
り

用
よう

しているが、運
うん

転
てん

手
しゅ

から文
もん

句
く

を言
い

われる。自
じ

分
ぶん

の障
しょう

がいを理
り

解
かい

してほし

い。

大
おお

家
や

に入
にゅう

居
きょ

を断
ことわ

った理
り

由
ゆう

を確
かく

認
にん

。

「障
しょう

がいがあること」を理
り

由
ゆう

に断
ことわ

ったので

はなく、「収
しゅう

入
　にゅう

状
じょう

況
きょう

によるもの」であったた

め、相
そう

談
だん

者
しゃ

に事
じ

情
じょう

を説
せつ

明
めい

し、理
り

解
かい

を得
え

た。

タクシー会
かい

社
しゃ

に事
じ

実
じつ

確
かく

認
にん

。

会
かい

社
しゃ

では、今
こん

後
ご

このような発
はつ

言
げん

をしないよう

乗
じょう

務
む

員
いん

に指
し

員
どう

したとの回
かい

答
とう

であった。

障
しょう
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ひと
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村
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社
しゃ

会
かい

福
ふく

祉
し

協
きょう

議
ぎ

会
かい

は県
けん

（広
こう

域
いき

振
しん

興
こう

局
きょく

等
とう

）に

相
そう

談
だん

内
ない

容
よう

を連
れん

絡
らく

県
けん

（広
こう

域
いき

振
しん

興
こう

局
きょく

等
とう

）は

当
とう

事
じ

者
しゃ

へ確
かく

認
にん

・調
ちょう

整
せい

・

アドバイス

市
し

町
ちょう

村
そん

又
また

は市
し

町
ちょう

村
そん

社
しゃ

会
かい

福
ふく

祉
し

協
きょう

議
ぎ

会
かい

に相
そう

談
だん

地
ち

域
いき

での解
かい

決
けつ

が難
むずか

しい

場
ば

合
あい

は…

県
けん

（本
ほん

庁
ちょう

）と専
せん

門
もん

家
か

が

解
かい

決
けつ

障
しょう

がい者
しゃ

差
さ

別
べつ

に関
かん

する相
そう

談
だん

の流
なが

れ

不
ふ

利
り

益
えき

な取
とり

扱
あつか

いって…何
なに

？
障
しょう

がいがあることを理
り

由
ゆう

に不
ふ

利
り

な区
く

別
べつ

、

排
はい

除
じょ

及
およ

び権
けん

利
り

の制
せい

限
げん

などをすることです。

こんなときは…

例
たと

えば…

公こ
う

共き
ょ
う

的て
き

施し

設せ
つ・

交こ
う

通つ
う

機き

関か
ん

商し
ょ
う

品ひ
ん・

役え
き

務む

・

不ふ

動ど
う

産さ
ん

雇こ

　用よ
う

医い

　療り
ょ
う

教き
ょ
う

　育い
く

目
もく

的
てき 障

しょう

がいのある人
ひと

と障
しょう

がいのない人
ひと

とが互
たが

いに権
けん

利
り

を尊
そん

重
ちょう

し合
あ

いながら、

心
こころ

豊
ゆた

かに主
しゅ

体
たい

的
てき

に生
せい

活
かつ

することができる（共
とも

に学
まな

び共
とも

に生
い

きる）地
ち

域
いき

づくり

お住
す

まいの市
し

町
ちょう

村
そん

社
しゃ

会
かい

福
ふく

祉
し

協
きょう

議
ぎ

会
かい

にご相
そう

談
だん

ください。

県
けん

では、市
し

町
ちょう

村
そん

社
しゃ

会
かい

福
ふく

祉
し

協
きょう

議
ぎ

会
かい

から連
れん

絡
らく

を受けた相
そう

談
だん

内
ない

容
よう

に応
おう

じて、

関
かん

係
けい

機
き

関
かん

や関
かん

係
けい

団
だん

体
たい

などと連
れん

携
けい

し、不
ふ

利
り

益
えき

な取
とり

扱
あつか

いの解
かい

消
しょう

に努
つと

めます。

市
し

町
ちょう

村
そん

社
しゃ

会
かい

福
ふく

祉
し

協
きょう

議
ぎ

会
かい

の連
れん

絡
らく

先
さき

は裏
うら

面
めん

です。

こ
こ
で
ご
飯は

ん

を

た
べ
よ
う

何な
ん

名め
い

様さ
ま

で
す
か
？

付つ

き
添そ

い
の
方か

た

が
い
な
い

と
入に

ゅ
う

店て
ん

で
き
ま
せ
ん

一ひ
と

人り

で
す

視
し

覚
かく

障
しょう

がいのある人
ひと

が飲
いん

食
しょく

店
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にて

聴
ちょう

覚
かく

障
しょう

がいのある人
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が職
しょく

場
ば
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知
ち

的
てき

障
しょう

がいのある人
ひと

が病
びょう

院
いん

にて

バスを待
ま

つ車
くるま

いす利
り

用
よう

者
しゃ

早は
や

口く
ち

で
聞き

き

取と

れ
な
い
わ

風か

邪ぜ

を
ひ
い
て

熱ね
つ

が
下さ

が
ら
な
い

お
ー
い
、違ち

が

う
人ひ

と

〜

わ
か
ら
な
い

な
ら
も
う
い
い

障し
ょ
う

が
い
が
あ
る
ん
で
す
が

専せ
ん

門も
ん

で
は
な
い
の
で

う
ち
で
は
み
れ
ま
せ
ん

何な
に

か
あ
る
と
困こ

ま

る
の
で

親お
や

の
付つ

き
添そ

い
が

な
い
と
行い

け
ま
せ
ん

ぼ
く
だ
っ
て

行い

き
た
か
っ
た
の
に

同
伴
者

発
はっ

達
たつ

障
しょう

がいのある人
ひと

が修
しゅう

学
がく

旅
りょ

行
こう

前
まえ

に

車く
る
ま

い
す
の
方か

た

は

乗の

せ
れ
ま
せ
ん

あ
、バ
ス
が
来き

た

障
しょう

がいがあることを

理
り

由
ゆう

に差
さ

別
べつ

を

受
う

けたら…
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別
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相
そ う だ ん ま ど ぐ ち

談窓口の連
れ ん ら く さ き

絡先はこちらです↓
市町村名 相談窓口（電話番号）
盛 岡 市 盛岡市障がい福祉課（019-613-8296） 盛岡市社会福祉協議会（019-651-1000）

宮 古 市 宮古市福祉課（0193-68-9135）

大 船 渡 市 大船渡市地域福祉課（0192-27-3111（内186・187）） 大船渡市社会福祉協議会（0192-27-0001）

花 巻 市 花巻市障がい福祉課（0198-24-2111（内512）） 花巻市社会福祉協議会（0198-22-6708）

北 上 市 北上市福祉課（0197-72-8214） 北上市社会福祉協議会（0197-64-1212）

久 慈 市 久慈市社会福祉課（0194-52-2119）

遠 野 市 遠野市健康福祉の里福祉課（0198-68-3193） 遠野市社会福祉協議会（0198-62-8459）

一 関 市 一関市福祉課（0191-21-8355）

陸前高田市 陸前高田市保健福祉課（0192-54-2111） 陸前高田市社会福祉協議会（0192-54-5151）

釜 石 市 釜石市地域福祉課（0193-22-0177）

二 戸 市 二戸市福祉課（0195-23-1313）

八 幡 平 市 八幡平市地域福祉課（0195-74-2111（内1108）） 八幡平市社会福祉協議会（0195-74-4400）

奥 州 市 奥州市福祉課（0197-24-2111（内1226）） 奥州市社会福祉協議会（0197-25-7171）

滝 沢 市 滝沢市地域福祉課（019-656-6517）

雫 石 町 雫石町総合福祉課（019-692-6473）

葛 巻 町 葛巻町健康福祉課（0195-66-2111（内152・153））

岩 手 町 岩手町健康福祉課（0195-62-2111（内512・514））

紫 波 町 紫波町健康福祉課（019-672-2111（内1321）） 紫波町社会福祉協議会（019-672-3258）

矢 巾 町 矢巾町福祉・子ども課（019-611-2573） 矢巾町社会福祉協議会（019-611-2840）

西 和 賀 町 西和賀町健康福祉課（0197-85-3412（内115）） 西和賀町社会福祉協議会（0197-85-3225）

金 ケ 崎 町 金ケ崎町保健福祉センター（0197-44-4560） 金ケ崎町社会福祉協議会（0197-44-6060）

平 泉 町 平泉町保健センター（0191-46-5571）

住 田 町 住田町保健福祉課（0192-46-3862） 住田町社会福祉協議会（0192-46-2300）

大 槌 町 大槌町保健福祉課（0193-42-8715）

山 田 町 山田町長寿福祉課（0193-82-3111（内149）） 山田町社会福祉協議会（0193-82-3841）

岩 泉 町 岩泉町保健福祉課社会福祉室（0194-22-2111）

田 野 畑 村 田野畑村健康福祉課（0194-33-3102） 田野畑村社会福祉協議会（0194-33-3025）

普 代 村 普代村住民福祉課（0194-35-2113）

軽 米 町 軽米町健康福祉課（0195-46-4736）

野 田 村 野田村住民福祉課（0194-78-2913）

九 戸 村 九戸村住民生活課（0195-42-2111（内202）） 九戸村社会福祉協議会（0195-41-1200）

洋 野 町 洋野町福祉課（0194-65-5915）

一 戸 町 一戸町総合保健福祉センター健康福祉課（0195-32-3700）一戸町社会福祉協議会（0195-33-3385）
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※　県
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障
しょう

がい者
し ゃ

虐
ぎゃく

待
た い

に関
か ん

する

相
そ う だ ん ま ど ぐ ち

談窓口の連
れ ん ら く さ き

絡先はこちらです↓
市町村名 相談窓口 電話番号
盛 岡 市 盛岡市　障がい福祉課 019-626-7508

宮 古 市 特定非営利活動法人宮古圏域障がい者福祉推進ネット 0193-64-7878

大 船 渡 市
大船渡市　地域福祉課　障害福祉係
社会福祉法人大洋会地域活動支援センター星雲相談室

0192-27-3111（内186・187）
0192-21-1305

花 巻 市 花巻市　障がい福祉課 0198-24-2111（内512）

北 上 市 北上市　福祉課　障がい福祉係 0197-72-8214

久 慈 市 久慈市　社会福祉課 0194-52-2119

遠 野 市 遠野市　健康福祉の里　福祉課 0198-68-3193

一 関 市 一関市　福祉課 0191-21-8355

陸前高田市 陸前高田市　保健福祉課 0192-54-2111

釜 石 市 釜石市　地域福祉課 0193-22-0177

二 戸 市 二戸市　福祉課 0195-23-1313

八 幡 平 市 八幡平市　地域福祉課　障がい福祉係 0195-74-2111（内1108）

奥 州 市 奥州市　福祉課 0197-24-2111（内1226）

滝 沢 市 滝沢市　地域福祉課 019-656-6517

雫 石 町 雫石町　総合福祉課 019-692-6473

葛 巻 町 葛巻町　健康福祉課 0195-66-2111（内152・153）

岩 手 町 岩手町　健康福祉課　福祉支援係 0195-62-2111（内512・514）

紫 波 町 紫波町　健康福祉課 019-672-2111（内1321）

矢 巾 町 矢巾町　福祉・子ども課 019-611-2573

西 和 賀 町 西和賀町　健康福祉課 0197-85-3412（内115）

金 ケ 崎 町 金ケ崎町　保健福祉センター 0197-44-4560

平 泉 町 平泉町　保健センター 0191-46-5571

住 田 町 住田町　保健福祉課　福祉係 0192-46-3862

大 槌 町 大槌町　保健福祉課 0193-42-8715

山 田 町 特定非営利活動法人宮古圏域障がい者福祉推進ネット 0193-64-7878

岩 泉 町 特定非営利活動法人宮古圏域障がい者福祉推進ネット 0193-64-7878

田 野 畑 村 特定非営利活動法人宮古圏域障がい者福祉推進ネット 0193-64-7878

普 代 村 特定非営利活動法人ハックの家 0194-34-2303

軽 米 町 軽米町　健康福祉課 0195-46-4736

野 田 村 野田村　住民福祉課 0194-78-2913

九 戸 村 九戸村　住民生活課　地域福祉班 0195-42-2111（内202）

洋 野 町 洋野町　福祉課 0194-65-5915

一 戸 町 一戸町　総合保健福祉センター　健康福祉課 0195-32-3700
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虐
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たい
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そう
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しましょう
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潔
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極
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られる裸
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びょう

院
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ってもらえない

職
しょく
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当
とう
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ちょう

時
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間
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ろう

働
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働
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いたのに

賃
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と 
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（ネグレクト）
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仲
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たと
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成
せい

24年
ねん

10月
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に「障
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」が施
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　障
しょう

がいのある人
ひと

に対
たい

する虐
ぎゃく

待
たい

は、その人
ひと

の尊
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厳
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するものであり、障
しょう

が
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です。

　障
しょう

がいのある方
かた

への虐
ぎゃく

待
たい

の疑
うたが

いを発
はっ

見
けん

したら、迷
まよ

わず担
たん

当
とう

窓
まど

口
ぐち

へ相
そう

談
だん

し

ましょう。

虐待をなくしましょう
障がいのある人への

虐待をなくしましょう
障がいのある人への
しょう

ぎゃく

ひ と

た い


